




























 3.1 調査対象と調査方法 
 3.2 デスノート・プロジェクトの事例記述 
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ト研究とプロジェクト研究における北欧学派（the Scandinavian School of Project 






 他方で、プロジェクト研究における北欧学派は、スウェーデンの研究者である Rolf A. 
Lundin を中心にした学派であり、プロジェクト・マネジメント研究への批判的立場を貫





























                                                   
1 本稿における「予期」とは、十分な根拠に基づいて、おそらく起きると合理的に思われることを想像
する行為である（Weick and Sutcliffe, 2001, 訳書, p. 46）。 
2 本稿では、プロジェクト概念とプロジェクト現象という 2 つの用語を以下の対比的な意味を強調する
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 北欧学派の議論は、プロジェクト・マネジメント研究の批判から始まる（Lundin and 










係づける反復的、探索的行為である（cf. 佐々木, 1996, pp. 44-48; 高木, 2002, pp. 47-49; pp. 55-57; 高



















（Sahlin-Andersson and Söderholm, 2002）。 






（Sahlin-Andersson and Söderholm, 2002, p. 12）。この課題に従い、北欧学派は事例研
究を蓄積してきた。その際、多様な産業（例えば、建築、公共セクター、自動車、医療、
軍事、劇製作）を対象として取り上げてきた（Ekstedt, Lundin and Wirdenius, 1992; 
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に示されている。Grabher（2004）にとって、ある現象は、プロジェクトでもありうるし、
文脈でもありうるのである。分析に先立って、何がプロジェクトで、何が文脈かは、明ら










立ち、次の 3 点について確認することが求められる。第 1 に、プロジェクトは文脈に埋め
込まれ、目的を所与としない進行中のプロセスである（cf. Weick, 1979）。第 2 に、分析に
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プロジェクトの主な活動期間は、2003 年 12 月から 2008 年 3 月までである。このプロジ
ェクトの映画製作に関する投融資手法は、製作委員会方式が採用された。出資企業は、幹
















 分析手順としては、以下のように整理される。第 1 に、得られたインタビュー・データ
を文書化する。第 2 に、エピソードを抽出し、時系列順にする。第 3 に、中心となるエピ















6 主な 2 次資料は、末尾の参考資料を参照。2 次資料の利用方法としては、主にインタビュー・ガイド
ラインの作成に役立てられた。 
7 主なインタビュー調査の実施時間は、佐藤貴博氏に対しては約 135 分（2008 年 5 月 13 日実施）、田
中正氏に対しては約 164 分（2008 年 5 月 30 日実施）、佐藤直樹氏に対しては約 80 分（2008 年 9 月 3
日実施）、奥田誠治氏に対しては約 39 分（2008 年 9 月 11 日実施）、高橋誠氏（仮名）に対しては約 69
分（2008 年 9 月 26 日実施）であった。 
8 ここで挙げた 5 名以外には、日活のプロデューサー、広報担当、制作部のメンバーとしてプロジェク
トに参加した 3 名から調査協力を得た。 
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テレビの連続ドラマとして映像化される可能性もあったが、2005 年 9 月には、出版社
との打ち合わせ、テレビ局内の編成部会、コンテンツ調整会議を通じて、前後編 2 作での
映画製作が決定した。この決定に先立って、配給会社が決まり、公開時期は、前編が 2006
年 6 月、後編が 2006 年 11 月となった。この公開時期は、原作である漫画の連載終了時期
（2006 年 5 月）を考慮してのものであった。 


















2005 年 12 月に入り、急ピッチに撮影、公開の準備は進められ、2006 年 2 月 1 日から 3
月下旬まで前編の撮影がされ、その後、編集等の作業を経て、前編は完成した。2006 年 6




ヶ月での地上波放映は、業界の慣例からすると異例であった。2006 年 11 月 3 日に公開さ
れた後編は、興行収入 52 億円を上げるという前編以上の数字を記録した。 
前後編と並行して、佐藤貴博氏はデスノートのスピンオフ作品の構想を練っていた。 後
編の公開までに、佐藤貴博氏は出版社や芸能プロダクションなど各関係者との調整を済ま






ピンオフ作品は 2008 年 2 月 9 日に公開され、興行収入 31 億円を上げ、このプロジェクト
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10 ここまでに記述されたエピソード一覧は、末尾の表 1 を参照のこと。 
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改めて、ここで想起された可能性がある 2 つの文脈を記しておく。第 1 の文脈は、高橋
氏の異動に関するものである。この文脈は、2003 年 7 月の佐藤貴博氏の映画事業部への




ことで、映画事業部での 2 人の立場に影響があったようである。そして、2005 年 11 月下



















（Engwall, 1992）、そのプロセスで数多くの産出物が生じる（Czarniawska, 2004; 







































































































































表 1 デスノート・プロジェクトのエピソード一覧 
エピソードの時期 エピソード、産出物 当事者 




2005 年 9 月 配給会社と公開時期の決定 奥田氏、高橋氏、テレビ局の
編成部、各部署責任者など 
2005 年 11 月上旬 制作プロダクションの決定 奥田氏、佐藤直樹氏 











2006 年 7 月 直前放映の実現に向けた取り組み 奥田氏、佐藤貴博氏、 
各関係者 









―」『プロジェクトマネジメント学会誌』第 2 巻第 3 号、pp. 32-37。 
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